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来
年
４
月
か
ら
外
国
人
技
能
実
習
制
度
に
代
わ
る
施
策
と
し
て
育
成
就
労
制

度
が
導
入
さ
れ
る
。
日
本
か
ら
途
上
国
な
ど
へ
技
術
を
移
転
さ
せ
る
国
際
協
力

の
一
環
だ
っ
た
技
能
実
習
制
度
に
対
し
、
育
成
就
労
制
度
は
国
内
の
労
働
力
不

足
を
埋
め
る
人
材
確
保
・
育
成
を
目
的
と
し
て
い
る
。
だ
が
一
方
で
、
新
制
度

の
運
用
開
始
に
あ
わ
せ
、
特
定
技
能
外
国
人
も
含
む
受
け
入
れ
上
限
人
数
が

設
定
さ
れ
る
な
ど
、
入
国
者
を
最
小
限
に
と
ど
め
た
い
思
惑
が
そ
も
そ
も
の
制

度
設
計
に
見
え
隠
れ
す
る
。
仕
組
み
や
ル
ー
ル
に
し
て
も
、
就
労
者
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
監
理
団
体
に
と
っ
て
「
ト
ラ
ブ
ル
と
隣
り
合
わ
せ
に
な
る
」（
関
係
者
）

公
算
が
大
き
く
、
現
場
で
は
早
く
も
動
揺
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

新
制
度
は
、
職
種
ご
と
に

人
手
が
足
り
な
い
分
だ
け
外

国
人
就
労
者
を
入
国
さ
せ
る

と
い
う
論
理
の
上
に
成
り
立

っ
て
い
る
。
法
務
省
や
国
土

交
通
省
な
ど
に
よ
る
と
、
自

動
車
整
備
分
野
で
は
２
０
２

８
年
度
に
３
万
７
９
０
０
人

規
模
の
人
材
難
が
見
込
ま
れ

る
も
の
の
、
業
務
の
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
化
に
よ
っ

て
、
そ
の
不
足
具
合
は
１
万

９
３
０
０
人
ほ
ど
に
ま
で
低

減
で
き
る
と
い
う
。
こ
の
仮

０
人
に
そ
れ
ぞ
れ
設
定
さ
れ

た
。

　

こ
の
う
ち
、
ま
ず
上
限
超

過
に
伴
う
入
国
停
止
が
危
ぶ

規
入
国
者
を
対
象
と
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
方
式
の
日
本
語
講

習
を
新
設
。
こ
れ
ま
で
任
意

⑧

説
の
も
と
、
28
年
度
末
ま
で

の
受
け
入
れ
上
限
数
は
特
定

技
能
１
号
が
９
４
０
０
人
、

育
成
就
労
外
国
人
が
９
９
０

外
国
人
受
け
入
れ
制
度
が
来
春
刷
新

年
目
か
ら
転
籍
で
き
る
た

め
、
受
け
入
れ
事
業
場
が
変

わ
れ
ば
、
複
数
の
工
場
で
費

用
負
担
を
案
分
す
る
格
好
に

な
る
。
こ
こ
で
混
乱
が
起
こ

る
恐
れ
が
あ
る
上
、
転
籍
理

由
な
ど
を
め
ぐ
り
、
就
労
者

と
事
業
者
、
監
理
団
体
を
巻

き
込
ん
だ
ト
ラ
ブ
ル
に
も
発

展
し
か
ね
な
い
。
京
整
商
の

矢
川
賢
治
専
務
理
事
は
「
育

成
就
労
の
監
理
団
体
認
可
を

新
た
に
取
得
す
る
必
要
が
あ

る
が
、
年
内
に
は
許
可
が
下

り
る
見
込
み
だ
。
Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能
）
や
高
度
機
器
で
の

業
務
効
率
化
が
前
提
の
育
成

就
労
だ
が
、
そ
の
制
度
設
計

に
は
疑
問
を
感
じ
る
部
分
も

多
い
」
と
首
を
か
し
げ
る
。

傾
向
に
あ
る
。
24
年
か
ら
25

年
に
か
け
て
の
増
率
を
基
準

値
と
し
、
需
要
拡
大
に
よ
る

若
干
の
上
振
れ
を
加
味
す
れ

ば
、
26
年
末
時
点
で
６
１
５

０
人
程
度
、
27
年
末
で
７
８

５
０
人
程
度
に
及
び
、
少
な

く
と
も
28
年
度
中
に
は
上
限

に
達
す
る
と
み
ら
れ
る
。

　

半
面
、
育
成
就
労
ビ
ザ
で

の
入
国
数
は
、
技
能
実
習
の

在
留
者
数
と
ほ
ぼ
同
水
準
で

推
移
す
る
と
思
わ
れ
、
育
成

就
労
制
度
の
導
入
以
降
も
技

能
実
習
生
が
現
行
の
ビ
ザ
の

ま
ま
在
留
す
る
実
情
を
踏
ま

え
れ
ば
、
育
成
就
労
外
国
人

だ
け
の
統
計
で
は
、
制
度
開

始
か
ら
28
年
度
末
の
２
年
間

だ
と
、
せ
い
ぜ
い
数
千
人
ど

ま
り
だ
ろ
う
。

を
全
く
話
せ
な
い
実
習
生
も

い
る
。
当
組
合
で
は
入
国
４

年
目
に
特
定
技
能
へ
移
行
し

て
も
ら
う
の
が
基
本
パ
タ
ー

ン
だ
が
、
そ
の
時
点
で
Ｎ
４

を
取
得
す
る
の
は
相
当
厳
し

い
。
３
年
で
帰
国
せ
ざ
る
を

得
な
い
外
国
人
が
増
え
る
の

で
は
」
と
予
測
す
る
。

　

そ
こ
で
、
京
整
商
は
教
育

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
充
実
へ
か

じ
を
切
っ
た
。
今
春
か
ら
新

で
行
っ
て
い
た
訪
問
・
ウ
ェ

ブ
型
授
業
の
受
講
も
実
習
生

ら
に
促
し
て
い
く
。
敬
遠
さ

れ
が
ち
な
語
学
研
修
の
こ
ま

を
増
や
し
、
日
本
語
力
の
底

上
げ
に
つ
な
げ
る
算
段
だ
。

　

育
成
就
労
制
度
に
関
す
る

留
意
点
は
も
う
一
つ
あ
る
。

技
能
実
習
で
は
認
め
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
事
業
場
の
転
籍

が
可
能
に
な
っ
た
点
だ
。
京

整
商
で
は
通
常
、
実
習
生
の

受
け
入
れ
で
か
か
る
初
期
費

用
を
、
技
能
実
習
１
号
と
２

号
の
期
間
に
あ
た
る
３
年
間

で
完
済
す
る
プ
ラ
ン
を
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
と
し
て
い
る
。
だ

が
、
育
成
就
労
で
は
自
動
車

整
備
分
野
の
場
合
、
配
属
３

ー
東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
編
ー

人
手
不
足
倒
産
が
増
加

２
月 

小
・
零
細
企
業
生
き
残
り
厳
し
く

　

２
月
の
全
国
企
業
倒
産
件

数
（
負
債
１
０
０
０
万
円
以

上
）
は
８
５
１
件
（
前
年
同

月
比
11
・
３
％
）。
京
都
は

27
件
だ
っ
た
。

　

小
・
零
細
規
模
が
全
体
の

77
・
３
％
を
占
め
た
。
人

手
不
足
関
連
倒
産
が
47
件

で
、
５
カ
月
ぶ
り
に
40
件

を
超
え
た
。
社
長
の
高
齢

化
が
進
み
、
事
業
承
継
が

上
手
く
い
か
な
い
企
業
、

収
益
改
善
の
目
途
が
立
た

な
い
企
業
の
生
き
残
り
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
。

　

産
業
別
で
は
、
前
年
同

月
を
上
回
っ
た
の
は
、
３

産
業
に
留
ま
っ
た
。

ま
れ
る
の
は
特

定
技
能
１
号

だ
。
同
ビ
ザ
で

の
自
動
車
整
備

分
野
の
在
留
人

数
は
22
年
末
で

１
７
３
８
人
、

23
年
末
に
２
５

１
９
人
、
24
年

末
に
３
０
７
６

人
、
昨
年
末
で

４
５
６
０
人

（
速
報
値
）
と

順
当
に
増
加

特
定
技
能
１
号
の
上
限

28
年
度
中
に
は
超
過
か

　
「
在
留
の
ハ
ー
ド
ル
は
上

が
る
し
、
監
理
団
体
と
し
て

も
難
し
い
局
面
が
増
え
る
」

︱
。
新
制
度
に
関
し
懸
念
を

示
す
の
は
、
こ
れ
ま
で
１
５

０
人
の
受
け
入
れ
実
績
を
持

つ
京
都
府
自
動
車
整
備
商

工
組
合
（
城
谷
忠
理
事
長
）

だ
。
同
組
合
が
指
摘
す
る
の

は
日
本
語
の
語
学
要
件
の
強

化
。
育
成
就
労
か
ら
特
定
技

能
１
号
へ
の
移
行
時
に
日
本

語
能
力
試
験
の
Ｎ
４
（
基
本

的
な
日
本
語
を
理
解
で
き
る

水
準
）
を
取
得
し
て
い
る
こ

と
が
必
須
と
さ
れ
、
要
件
を

満
た
さ
な
け
れ
ば
在
留
資
格

は
得
ら
れ
な
い
。
従
来
か
ら

も
目
安
や
努
力
要
件
と
し
て

語
学
力
に
関
す
る
規
定
は
設

け
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
技

能
実
習
か
ら
特
定
技
能
へ
移

行
す
る
場
合
は
免
除
さ
れ
た

り
、
受
け
入
れ
事
業
場
の
強

い
希
望
で
配
属
を
優
先
さ
せ

た
り
と
、
さ
ほ
ど
重
要
視
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
の
が
実
情

だ
。
国
家
資
格
「
登
録
日
本

語
教
員
」
に
よ
る
語
学
教
習

の
履
修
も
要
件
に
加
わ
る
。

京
整
商
の
石
村
直
哉
職
員
は

「
空
港
に
来
た
時
に
日
本
語

日
本
語
力
と
転
籍
ル
ー
ル

新
制
度
で
留
意
す
べ
き
点

施
策
自
体
の
使
い
づ
ら
さ
も

分
野
ご
と
に
人
数
制
限

現
　
　
行

特
定
技
能
１
号

来
年
４
月
以
降

▽
相
当
程
度
の
知
識
・
経
験
を
持
つ
外
国
人

▽
期
間
は
最
大
５
年
、
新
制
度
で
受
入
制
限

特
定
技
能
２
号

▽
技
能
に
優
れ
、
統
括
役
も
担
え
る
外
国
人

▽
永
住
権
を
付
与
さ
れ
、
家
族
も
帯
同
可
能

技能実習制度

育成就労制度

▽期間は最大５年
▽期間終了まで他
　工場へ転籍禁止

▽期間は３年
▽転籍ができる
▽受入数上限あり

暑
中
お
見
舞
い
・
夏
の
交
通
事
故
防
止
府
民
運
動
特
集
号

　

技
能
実
習
、
特
定
技

能
、
育
成
就
労
の
い
ず

れ
の
制
度
も
、
外
国

人
材
を
受
け
入
れ
る

解説
た
め
の
枠
組
み
で
、
適
用
は
人
材

難
が
著
し
い
職
種
に
限
ら
れ
る
。

自
動
車
業
界
で
は
、
自
動
車
整
備

の
ほ
か
に
自
動
車
運
送
業
や
金
属

塗
装
、
半
自
動
溶
接
な
ど
の
区
分

が
あ
る
。
運
送
業
分
野
で
も
、
特

定
技
能
１
号
の
受
け
入
れ
上
限
数

が
設
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
人

手
不
足
の
見
込
み
数
２
万
２
１
０

０
人
に
対
し
、
在
留
数
は
わ
ず
か

１
５
１
人
と
ま
だ
十
分
に
余
地
が

あ
る
。
金
属
塗
装
、
半
自
動
溶
接

は
、
技
能
実
習
の
在
留
数
で
そ
れ

ぞ
れ
６
４
３
６
人
、
１
万
８
４
７

９
人
と
一
定
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
な
が

ら
、
新
制
度
で
は
17
パ
タ
ー
ン
の

技
能
か
ら
な
る
工
業
製
品
製
造
業

分
野
に
大
別
さ
れ
、
現
在
の
と
こ

ろ
細
目
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。


